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筑西市生涯学習課

～市民だれもが､いつでも､どこでもいきいきと学び交流するまち～

　
五
所
・
河
間
・
嘉
田
生
崎
の
３
地
区

の
新
し
い
公
民
館
が
、
五
所
小
学
校
・

河
間
小
学
校
・
嘉
田
生
崎
小
学
校
の
敷

地
内
に
、
令
和
３
年
３
月
に
開
館
し
ま

し
た
。

　
学
校
に
公
民
館
が
併
設
さ
れ
る
効
果

に
は
、
次
の
４
点
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

① 

高
度
で
多
く
の
学
習
環
境
の
提
供

　
児
童
や
地
域
住
民
に
多
く
の
学

習
環
境
を
作
り
出
し
、
学
校
や
公

民
館
を
有
効
に
活
用
で
き
る
。

② 

児
童
と
公
民
館
の
利
用
者
と
の
交
流

③ 

地
域
に
お
け
る
拠
点
の
形
成

　
児
童
の
学
び
の
場
だ
け
で
な
く
、

伝
統
文
化
や
行
事
の
継
承
な
ど
を

と
お
し
て
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
の
形
成
に
貢
献
で
き
る
。

④ 

学
校
運
営
へ
の
支
援

　
公
民
館
に
集
う
専
門
性
の
あ
る

地
域
住
民
の
協
力
を
得
て
、
児
童

に
専
門
知
識
に
触
れ
る
機
会
を
作

る
こ
と
が
で
き
る
。

〈
文
部
科
学
省
の
資
料
よ
り
〉

　
開
か
れ
た
公
民
館
と
、
児
童
の
安
全

を
最
優
先
す
る
学
校
を
両
立
さ
せ
る
課

題
も
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
、
よ

り
一
層
、
地
域
の
み
な
さ
ま
に
親
し
ま

れ
る
公
民
館
を
目
指
し
て
職
員
一
同
努

力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

五所公民館

河間公民館

嘉田生崎公民館

回 覧

地
域
に
親
し
ま
れ
る
交
流・活
動
拠
点
と
し
て 

―

　新
し
い
公
民
館
　五
所・河
間・嘉
田
生
崎
　―

地
域
に
親
し
ま
れ
る
交
流・活
動
拠
点
と
し
て 

―

　新
し
い
公
民
館
　五
所・河
間・嘉
田
生
崎
　―



　
旧
五
所
公
民
館
は
耐
震
強
度
が
不
足
し
て
い

た
た
め
、
利
用
が
中
止
に
な
り
、
取
り
壊
さ
れ

ま
し
た
。
隣
接
す
る
五
所
小
学
校
東
側
敷
地
に

新
五
所
公
民
館
が
建
設
さ
れ
、
令
和
３
年
３
月

１
日
よ
り
利
用
が
開
始
と
な
り
ま
し
た
。

　
小
学
校
と
の
複

合
化
が
行
わ
れ
、

「
調
理
室
、
和
室
、

図
書
室
、
会
議
室
」

が
無
く
な
り
ま
し

た
が
「
多
目
的
利

用
が
で
き
る
ホ
ー

ル
」「
広
大
な
駐

車
場
」
が
新
設
さ

れ
、
利
便
性
も
向

上
し
、
以
前
の
よ

う
に
「
楽
し
く
、
笑
顔
で
、
元
気
な
活
動
」
が

行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
小
学
校
と
の
連
携
協
力
で
は
、
小
学
校
の
絵

画
展
で
小
学
生
の
全
作
品
を
公
民
館
の
ホ
ー
ル

に
展
示
し
、
児
童
の
家
族
に
鑑
賞
し
て
も
ら
う

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

平
日
の
夕
方
だ
け
で
な

く
、
土
曜
日
に
は
親
子

で
鑑
賞
に
来
て
も
ら
い

ま
し
た
。

　
今
後
は
、
五
所
地
区

の
生
涯
学
習
の
拠
点
と

し
て
の
活
動
に
努
め
、

地
域
・
小
学
校
と
連
携
・

協
力
を
密
に
し
て
地
区

の
活
性
化
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　
河
間
公
民
館
は
、
令
和
３
年
３
月
、
地
域

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
と
し
て
の
役
割

を
担
う
た
め
に
、
小
学
校
の
敷
地
内
に
会
議

室
（
交
流
室
）、
事
務
室
、
ト
イ
レ
等
が
新

設
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
安

心
・
安
全
を
確
保
し
、
地
域
の
皆
様
の
ご
理

解
、
ご
協
力
に
よ
り
取
り
組
み
を
進
め
て
い

ま
す
。

　
特
に
小
学
校
と
の
連
携
で
は
、
職
員
室
と

公
民
館
の
事
務
室
が
隣
り
合
わ
せ
に
な
り
、

行
事
に
対
し
て
打
ち
合
わ
せ
が
円
滑
に
で
き

ま
す
。
心
臓
検
診
、
夏
休
み
の
宿
題
お
助
け

教
室
（
絵
画
教
室
）、
公
民
館
華
道
ク
ラ
ブ

に
よ
る
生
け
花
体
験
等
、
学
校
と
公
民
館
を

区
切
る
ド
ア
を
開
放
す
る
だ
け
で
、
そ
れ
ら

の
活
動
が
動
き
出
し
ま
す
。

　
ま
た
、
グ
ラ

ウ
ン
ド
・
ゴ
ル

フ
大
会
や
、
文

化
祭
、
三
者
合

同
学
習
会
と
し

て
の
落
語
講
演

会
等
は
、
小
学

校
の
施
設
を
借

用
・
共
用
し
な

け
れ
ば
そ
の
目

標
を
達
成
で
き

ま
せ
ん
で
し

た
。

　
今
後
も
、
開
か
れ
た
交
流
の
場
と
共
に
、

小
学
生
が
地
域
を
学
ぶ
体
験
活
動
の
場
と
し

て
、
公
民
館
活
動
が
更
に
充
実
し
て
い
く
よ

う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

(2)

新しい五所公民館の現在五所公民館

地域のコミュニティセンターとして河間公民館



　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
予
防
の

対
策
を
と
り
、
３
密
を
避
け
、
マ
ス
ク
を

着
用
し
な
が
ら
、「
ウ
ィ
ー
ン
音
楽
紀
行
」、

「
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
音

楽
紀
行
」
を
開
催
し

ま
し
た
。

　
講
師
は
、
筑
西
市

出
身
の
石
井
萌
加
先

生
に
お
願
い
し
ま
し

た
。
定
員
を
超
え
る

申
し
込
み
が
あ
り
ま
し
た
。

　
石
井
先
生
は
、
茨
城
県
を
拠
点
に
ク
ラ

シ
ッ
ク
音
楽
の
聴
き
方
を
伝
え
る
活
動
を

行
っ
て
お
り
、
日
々
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
講
座
は
、
活
躍
し
た
作
曲
家
た
ち

の
「
足
跡
・
曲
へ
の
思
い
・
音
楽
の
歴
史
」

を
た
ど
り
な
が
ら
、
ピ
ア
ノ
の
生
演
奏
を

聴
く
こ
と
が
で
き
る
講
座
で
す
。

　
受
講
生
の
皆
さ
ん
か
ら
は
、
す
ば
ら
し

い
ピ
ア
ノ
の
奏
で

る
音
に
感
動
し
な

が
ら
作
曲
家
の
人

生
な
ど
に
も
触
れ

る
事
が
で
き
「
大

変
よ
か
っ
た
」「
旅

行
に
行
っ
た
雰
囲

気
を
十
分
に
味
わ

う
事
が
で
き
ま
し

た
」
等
の
声
を
い
た
だ
き
好
評
に
終
了
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
中
央
公
民
館
は
、「
市
民
だ
れ
も
が
、

い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
い
き
い
き
と
学

び
交
流
す
る
ま
ち
」
の
推
進
・
充
実
と

住
民
の
交
流
・
仲
間
づ
く
り
を
目
指
し
、

教
養
と
生
活
文
化
の
振
興
、
社
会
福
祉

の
増
進
へ
の
寄
与
、
交
流
の
場
と
な
る

た
め
に
様
々
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
主
な
活
動
と
し
て
、
健
康
大
学
（
高

齢
者
学
級
）
、
女
性
学
級
、
自
主
講
座

団
体
、
地
域
女
性
団
体
連
絡
会
、
生

活
学
校
等
々
の
活
動
拠
点
と
し
て
、

ま
た
、
筑
西
市

の
教
養
・
文
化
・

情
報
の
発
信
拠

点
と
し
て
、
市

民
の
皆
様
の
ニ

ー
ズ
に
あ
っ
た

公
民
館
活
動
を

実
施
し
て
い
ま

す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
へ
の

予
防
対
応
の
徹

底
や
感
染
拡
大
の
リ
ス
ク
に
配
慮
し
な

が
ら
、
市
民
の
皆
様
が
「
安
全
・
安
心
」

に
活
動
・
使
用
で
き
ま
す
よ
う
講
座
の

調
整
や
運
営
方
法
の
創
意
工
夫
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。
市
民
の
皆
様
が
活
用

し
や
す
い
よ
う
、
皆
様
の
ご
要
望
を
お

聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　
今
年
度
、
嘉
田
生
崎
公
民
館
は
小
学
校
敷

地
内
に
新
築
さ
れ
た
建
家
に
お
い
て
、
コ
ロ

ナ
禍
の
厳
し
い
状
況
の
中
、
健
康
大
学
や
女

性
学
級
の
開
級
式
を
無
事
行
う
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　
ま
た
、
館
長
の
「
地
域
と
の
連
携
」
へ
の

強
い
思
い
と
共
に
、
公
民
館
が
小
学
校
敷
地

内
と
い
う
こ
と
か
ら
、「
何
か
小
学
生
の
た

め
に
な
る
公
民
館
活
動
」
を
行
な
い
た
い
と

「
英
語
教
室
」
と
「
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
室
」

が
企
画
さ
れ
ま
し
た
。

　「
英
語
教
室
」
の
講
師
は
、.
地
区
内
に
居

住
さ
れ
、
館
長
と
も
親
交
の
あ
る
６
年
生
の

保
護
者
の
方
に
、「
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
室
」

の
講
師
は
、
学
校
の
教
育
後
援
会
長
さ
ん
に

引
き
受
け
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
英
語
教
室
は
毎
週
木
曜
日
に
、
プ
ロ
グ

ラ
ミ
ン
グ
教
室
は
毎
週
火
曜
日
に
、
午
後
３

時
30
分
か
ら
４

時
30
分
の
１
時

間
、
６
年
生
を

対
象
に
無
料
で

実
施
し
て
い
ま

す
。
保
護
者
の

方
の
評
判
も
よ

く
、
子
ど
も
た

ち
か
ら
は
「
自

ら
学
ぶ
意
欲
や

態
度
」
を
肌
で

感
じ
ら
れ
ま
す
。

　
今
後
、
コ
ロ
ナ
感
染
が
落
ち
着
き
平
常
を

と
り
も
ど
す
こ
と
が
で
き
れ
ば
対
象
を
広
げ

て
い
く
こ
と
も
考
え
て
い
ま
す
。

中
央
公
民
館

「
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
」講
座
を
開
講

(3)

中
央
公
民
館

生
涯
学
習
と
交
流
活
動
の
拠
点

公民館の複合化と連携から嘉田生崎公民館



　
昨
年
度
の
反
省
か
ら
、
コ
ロ
ナ
禍
の

中
で
の
公
民
館
活
動
の
活
性
化
を
考
え
、

４
月
か
ら
女
性
学
級
で

は
、「
勤
行
川
桜
堤
」「
小

貝
川
」「
県
西
運
動
公

園
」「
大
谷
川
」「
ザ
・

ヒ
ロ
サ
ワ
・
シ
テ
ィ
」

で
の
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
な

ど
「
散
歩
・
郊
外
で
の
活
動
」
を
中
心
に
、

「
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
」
等
を
意

識
し
活
動
し
ま
し
た
。
手
芸
ク
ラ
ブ
に

よ
る
「
吊
る
し
雛
」
等
も
自
宅
で
の
制

作
に
し
ま
し
た
。

　
健
康
大
学
で
は
、「
切
り
絵
」
と
「
グ

ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
」
ク
ラ
ブ
が
休
館

日
を
除
き
年
間
を
通
し

て
活
動
し
ま
し
た
。
10

月
29
日
の
「
折
り
紙
教

室
」
で
は
、
か
わ
い
い

プ
ー
ド
ル
の
作
品
を
制

作
し
ま
し
た
。
11
月
４

日
～
12
日
ま
で
の
８
日
間
女
性
学
級
と

健
康
大
学
生
に
よ
る
作
品
展
を
公
民
館

の
ロ
ビ
ー
で
開
催
し
ま
し
た
。
移
動
研

修
で
は
、
11
月
17
日
に
女
性
学
級
が
「
水

戸
の
弘
道
館
」
を
中
心
に
、
11
月
26
日

に
健
康
大
学
が
「
那
須
烏
山
市
の
山
あ

げ
会
館
」
を
メ
イ
ン
に
実
施
し
ま
し
た
。

　
今
後
も
学
級
生
と
の
連
携
を
密
に
活

動
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。。

　
今
年
も
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
に
よ
る

閉
館
が
あ
り
、
地
区
の
運
動
会
、
文
化
祭

も
中
止
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
感
染

予
防
に
努
め
、
活
動
す
る
健
康
大
学
や
自

主
サ
ー
ク
ル
の
皆
さ
ん
の
挨
拶
や
笑
顔
に

支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
新
し

い
取
り
組
み
を
２
つ
始
め
ま
し
た
。

　
１
つ
は
「
入
り
口
図

　
書
室
」
で
す
。
図
書

室
の
利
便
性
を
高
め
る

た
め
、
昇
降
口
に
比
較

的
新
し
く
、
最
近
寄
贈

さ
れ
興
味
を
引
き
そ
う

な
本
を
集
め
ま
し
た
。

活
動
の
帰
り
に
２
冊
、
３
冊
と
借
り
て
い

く
方
も
お
り
と
て
も
好
評
で
す
。

　
も
う
１
つ
は
地
域
の
「
か
わ
し
ま
コ
ネ

ク
ト
」
が
主
催
す
る
「
ま
ご
カ
フ
ェ
」
の

開
催
で
す
。
孫
や
地
域
の
他
孫
（
た
ま
ご
）

に
メ
ロ
メ
ロ
、
タ
ジ
タ
ジ
の
方
を
募
集
し

て
、
講
演
を
聴
き
、

無
理
せ
ず
孫
育
て
を

楽
し
む
方
法
等
の
情

報
交
換
も
好
評
で
し

た
。

　
来
年
度
こ
そ
、
公

民
館
の
活
動
に
活
気

が
戻
り
、
公
民
館
に
行
く
こ
と
が
楽
し
い

と
言
わ
れ
る
よ
う
に
工
夫
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す

　
伊
讃
公
民
館
は
、
自
治
会
・
健
康
大
学
・

女
性
会
・
登
録
団
体
等
に
ご
利
用
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
直
近
３
年
間
の
利
用

人
員
の
推
移
は
、
平
成
30
年
度
８
９
５

０
名
、
令
和
元
年
度
７
８
０
０
名
、
令

和
２
年
度
３
７
０
０
名
で
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響

に
よ
り
大
幅
に
減
少

し
ま
し
た
。
今
年
も

臨
時
休
館
と
開
館
を

繰
り
返
し
、
10
月
か

ら
感
染
対
策
を
取
り

な
が
ら
通
常
開
館
と

な
り
ま
し
た
。
待
ち

わ
び
て
い
た
か
の
よ
う
に
、
オ
カ
リ
ナ
、

ク
ラ
フ
ト
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
等
の
趣
味
活

動
や
、
健
康
大
学
で
の
リ
ン
パ
ヨ
ガ
講

座
等
々
の
活
動
が
一
斉
に
始
ま
り
ま
し

た
。
利
用
者
の
方
々

か
ら
は
、「
公
民
館

が
使
え
る
よ
う
に
な

っ
て
本
当
に
良
か
っ

た
。」「
何
も
し
な
い

で
家
に
籠
っ
て
い
た

ん
で
は
ボ
ケ
て
し
ま

う
。」
と
の
声
を
多
数
耳
に
し
ま
し
た
。

そ
の
声
を
聞
い
た
時
、
公
民
館
は
地
域

の
住
民(

高
齢
者)

の
方
々
に
と
っ
て
、
生

き
甲
斐
の
場
所
を
担
っ
て
い
る
と
、
し

み
じ
み
思
い
ま
し
た
。

　
養
蚕
地
区
文
化
祭
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
に
伴
い
、
安

全
を
最
優
先
と
考
え
中

止
と
な
り
ま
し
た
。

　
文
化
祭
開
催
を
目
標

に
健
康
大
学
、
女
性
学

級
、
女
性
会
が
活
動
を

続
け
、
制
作
作
品
が
多

数
あ
る
こ
と
か
ら
、「
作

品
展
示
会
」
と
し
て
公
民
館
ロ
ビ
ー
に

お
い
て
「
藍
染
、
寄
せ

植
え
、
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ

ン
ジ
メ
ン
ト
、
切
り
絵
」

等
を
12
月
～
２
月
下
旬

の
期
間
展
示
す
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。

　
芸
術
性
に
満
ち
た
作

品
が
多
く
、
裾
野
の
広
さ
を
実
感
し
て

い
ま
す
。

　
女
性
学
級
は
、
期
間
中
み
ん
な
で
作

り
上
げ
た
「
ア
ク
リ
ル
た
わ
し
」
を
２

個
100
円
で
販
売
し
ま
し
た
。

　
女
性
会
は
、
12
月
第
３
週
ま
で
の
金
・

土
・
日
午
前
中
に
マ
ス

ク
ケ
ー
ス
作
り
体
験
を

実
施
し
ま
し
た
。

　
長
い
期
間
の
展
示
会

で
す
が
、
安
全
対
策
を

徹
底
し
て
の
実
施
と
な

り
ま
し
た
。

川
島
公
民
館

新
し
い
公
民
館
活
動
を
目
指
し
て

伊
讃
公
民
館

地
域
住
民（
高
齢
者
）の
オ
ア
シ
ス

(4)

竹
島
公
民
館

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
の
取
り
組
み

養
蚕
公
民
館

作
品
展
示
会
開
催
に
つ
い
て



　
令
和
３
年
10
月
30
日
に
、
下
妻
に
あ
る

「
ふ
れ
あ
い
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
」
に
行
き
、

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
を
初
め
て
体
験
し
て
き
ま

し
た
。

　
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
よ
り
も
、
よ
り
ゴ
ル

フ
に
近
い
コ
ー
ス
設
定
の
中
、
楽
し
く
ス

ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

プ
レ
ー
ヤ
ー
と
し

て
の
マ
ナ
ー
が
必

要
な
場
面
が
多
く

あ
り
、
居
合
わ
せ

た
人
た
ち
に
教
え

て
も
ら
い
な
が
ら

大
変
勉
強
に
な
り

ま
し
た
。

　
鳥
生
厚
夫
先
生
を
講
師
と
し
て
、
高

齢
者
が
衰
え
が
ち
に
な
る
体
の
部
分
に

つ
い
て
、
講
義
と
実
践
を
組
み
合
わ
せ

て
ご
指
導
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
加
齢
に
伴
っ
て
何
も
し
な
け
れ
ば
筋

力
が
弱
く
な
り
、
結
果
、
体
も
固
く
痛

み
が
各
所
に
出
て
く

る
も
の
で
す
が
、
鍛

練
次
第
で
い
つ
ま
で

も
健
康
な
体
に
維
持

で
き
る
こ
と
を
実
感

で
き
る
講
座
と
な
り

ま
し
た
。

　
11
月
に
、
ペ
ー
パ
ー
ア
ー
ト
認
定
講

師
の
小
島
恭
子
先
生
を
お
招
き
し
て
「
し

め
縄
飾
り
づ
く
り
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
先
生
か
ら
、
カ
ラ
ー
ペ
ー
パ
ー
の
巻

き
方
や
重
ね
方
な
ど
、
学
級
生
一
人
一

人
に
丁
寧
に
ご
指
導
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
平
面
の
紙
が
立
体
的
で
本
物
の

よ
う
な
素
敵
な
花
や
葉
に
な
っ
て
い
く

驚
き
や
手
作
り
の
楽
し

さ
を
味
わ
う
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
作
品
は
玄

関
な
ど
に
飾
り
、
新
し

い
年
を
明
る
く
迎
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
今
年
度
か
ら
新
た
に
開
始
さ
れ
た
『
自

力
整
体
（
ゆ
ら
ゆ
ら
脱
力
整
体
体
操
）

講
座
』
は
、
講
師
に
石
川
美
智
子
先
生

を
お
招
き
し
、
年
間
10
回
の
講
座
で
す
。

　
自
力
整
体
と
は
「
自
分
の
体
を
観
察

し
体
の
声
を
聞
い
て
あ
げ
る
。
頭
の
先

か
ら
足
の
先
ま
で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
さ
せ
、

足
腰
を
鍛
え
あ
げ
る
と
共
に
自
律
神
経

を
整
え
、
自
然
治
癒
力
、

免
疫
力
を
Ｕ
Ｐ
さ
せ
る
。」

こ
と
を
目
的
と
し
て
お

り
、
受
講
生
の
皆
さ
ん

は
毎
回
楽
し
ん
で
受
講

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
の
合
間
を
縫
っ
て
、
今
年
も

公
民
館
が
共
催
し
、
中
地
区
花
壇
コ
ン
ク

ー
ル
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
は.

コ

ロ
ナ
禍
の
中
、
写
真
審
査
と
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
が
、
７
つ

の
地
区
団
体
が
参
加

し
ま
し
た
。
公
民
館

で
は
、
苗
の
手
配
か

ら
審
査
に
至
る
ま
で

計
画
し
、
少
し
で
も

地
域
の
美
化
活
動
に

貢
献
で
き
れ
ば
と
願
っ
て
い
ま
す
。
各
地

区
の
花
壇
で
は
、
た
く
さ
ん
の
草
花
が
咲

き
誇
っ
て
い
ま
し
た
。

　
10
月
に
は
、
コ
ロ
ナ
感
染
者
の
減
少
に

伴
い
、
延
期
に
な
っ
て
い
た
健
康
大
学
中

学
級
で
の
輪
投
げ
大
会
が
よ
う
や
く
実
施

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
健
大
生
59
名

の
う
ち
、
33
名
の
参

加
で
し
た
が
、
団
体

戦
と
個
人
戦
を
行

い
、
楽
し
さ
の
中
に

も
白
熱
し
た
試
合
が

展
開
さ
れ
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
感
染
症
が
早

く
終
息
し
、
普
段
通
り
の
活
動
に
戻
れ
る

こ
と
を
願
う
ば
か
り
で
す
。

　
中
公
民
館
で
は
、
来
年
度
も
地
域
の
皆

さ
ん
の
た
め
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
参

り
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
感
染
症
拡
大
防
止
策

を
十
分
と
っ
た
上
で
ど
ん
な
活
動
が
で
き

る
か
模
索
し
て
き
た
中
で
、
ま
ず
は
屋
外

活
動
か
ら
全
体
の
活
動
を
始
め
よ
う
と
言

う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
女
性
学
級
が
10
月
５
日
、
健
康
大
学
大

田
学
級
が
11
月
17
日
、
野
殿
グ
ラ
ウ
ン
ド

を
お
借
り
し
て
「
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

教
室
」
を
行
い
ま
し
た
。
両
日
と
も
天
候

に
恵
ま
れ
久
々
に
体
を
動
か
し
、
友
人
と

の
マ
ス
ク
越
し
の
会
話
も
弾
む
な
ど
楽
し

い
半
日
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
普
段
な
ら
表
彰
セ
レ
モ
ニ
ー
が
在
る
の

で
す
が
、
今
年
は
身
体
を
動
か
す
こ
と
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と
す
る
こ
と

が
主
な
目
的
で
し
た
の
で
、
表
彰
式
を
行

わ
ず
、
普
段
よ
り
ち
ょ
っ
ぴ
り
豪
華
な
参

加
賞
を
頂
い
て
解
散
し
ま
し
た
。

　
当
日
、「
久
々
に

み
ん
な
に
会
え
て
良

か
っ
た
」「
し
ば
ら

く
や
ら
な
か
っ
た
の

に
、
身
体
が
覚
え
て

い
て
面
白
か
っ
た
」

「
初
め
て
参
加
し
て

楽
し
か
っ
た
」
な
ど

た
く
さ
ん
の
感
想
を
頂
き
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
の
全
体
活
動
、「
安
心
安

全
な
活
動
」
が
で
き
る
よ
う
、
少
し
ず
つ

工
夫
し
な
が
ら
進
め
て
い
ま
す
。

河
内
公
民
館

こ
と
ぶ
き「
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
」

腰
膝
脚
鍛
練
法
講
座

関
本
公
民
館

こ
と
ぶ
き「
ペ
ー
パ
ー
ア
ー
ト
」

自
力
整
体
講
座

中
公
民
館

コ
ロ
ナ
禍
で
の
地
域
と
の
交
流

大
田
公
民
館

健
大・女
性
学
級 

屋
外
活
動
か
ら

(5)



　
今
年
度
は
、
ウ
ク
レ
レ
講
座
を
開
講
し

ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
に
も
か
か
わ
ら
ず
25

名
の
受
講
生
が
集
ま
り
ま
し
た
。
半
分
の

方
が
、
ウ
ク
レ
レ
を
持
っ
て
お
ら
ず
、
ア

ツ
シ
先
生
が
ウ
ク
レ
レ
を
用
意
す
る
の

に
、
大
変
苦
労
し
た
よ
う
で
す
。
途
中
２

ヶ
月
間
ペ
ア
ー
ノ
が
閉
館
に
な
り
ま
し
た

が
、
数
々
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
先
生
が
熱
心

に
指
導
し
て
く
れ
た
お
蔭
で
、
皆
さ
ん
大

変
上
手
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
ハ
ワ
イ

ア
ン
だ
け
で
な
く
い
ろ
い

ろ
な
曲
を
先
生
に
披
露
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
閉

講
式
は
、
ア
ツ
シ
先
生
夫

婦
の
デ
ュ
エ
ッ
ト
で
し
た
。

　
今
年
度
の
「
移
動
学
習
」
は
、
銚
子

大
橋
・
醤
油
工
場
・
灯
台
見
学
の
予
定

で
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
醤
油
工

場
の
見
学
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
行

き
と
帰
り
の
高
速
道
路
は
、
嵐
の
よ
う

な
雨
が
降
り
ま
し
た
が
、
青
空
を
覗
か

せ
る
時
も
あ
り
ま
し
た
。
見
学
や
ト
イ

レ
タ
イ
ム
の
時
は
、
雨

が
止
ん
で
く
れ
た
の
で

大
変
助
か
り
ま
し
た
。

　
今
回
の
旅
は
、
コ
ロ

ナ
禍
の
な
か
ス
ト
レ
ス

解
消
の
旅
で
し
た
。

　
四
ツ
竹
踊
り
は
、
４
つ
の
竹
を
手
に

持
ち
、
い
ろ
い
ろ
な
歌
に
あ
わ
せ
て
、

竹
を
鳴
ら
し
て
踊
り
ま
す
。

　
今
年
度
も
講
師
の
近
藤
ひ
ろ
子
先
生

に
ご
指
導
を
い
た
だ
き
な
が
ら
「
楽
し

く
、
元
気
に
、
健
康
づ
く
り
」
を
キ
ャ

ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、
頭
の
健
康
、
体
の

健
康
、
心
の
健
康
の
３
つ
の
健
康
を
大

切
に
、
一
人
一
人
が
楽
し
い
ひ
と
と
き

を
送
っ
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
も
、
こ
れ
か

ら
の
人
生
、
四
ツ
竹
踊

り
で
体
の
健
康
や
お
友

達
作
り
を
楽
し
ん
で
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
昨
年
度
は
、
コ
ロ
ナ

感
染
拡
大
の
た
め
思
う

よ
う
に
活
動
が
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
今
年

度
は
感
染
防
止
に
努
め

な
が
ら
、
グ
ラ
ン
ド
ゴ

ル
フ
、
健
康
体
操
な
ど
の
教
室
を
実
施

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
ま
だ
ま
だ
、
十
分
な
活
動
と
は
い
き

ま
せ
ん
が
、
で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
や
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

　
今
年
度
の
新
規
講
座
と
し
て
、「
リ
ボ

ン
刺
繍
講
座
」
を
開
設
し
ま
し
た
。

　
６
名
の
受
講
生
は
、

講
師
の
成
田
幹
子
先

生
の
ご
指
導
の
下
、

６
月
か
ら
月
２
回
の

講
座
（
年
７
回
）
で
、

糸
の
代
わ
り
に
リ
ボ

ン
を
使
っ
た
刺
繍
に
真
剣
に
取
り
組
ん

で
い
ま
し
た
。

　
こ
の
講
座
で
、
ラ
ベ
ン
ダ
ー
・
マ
ー

ガ
レ
ッ
ト
・
ひ
ま
わ
り

の
花
の
刺
繍
を
完
成
さ

せ
、
壁
掛
け
や
ブ
ロ
ー

チ
等
の
素
晴
ら
し
い
作

品
を
制
作
し
ま
し
た
。

　
協
和
地
区
高
齢
者
ふ
れ
あ
い
学
級
は
、

古
里
・
新
治
・
小
栗
の
３
地
区
合
計
60

名
の
学
級
生
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
７
月
に
は
、
市
内
在
住
の
宮
田
弘
之

先
生
を
お
招
き
し
、「
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
」

を
実
施
し
ま
し

た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
の
中

で
し
た
が
、
皆
さ

ん
楽
し
い
ひ
と
と

き
を
過
す
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　
子
ど
も
を
も
つ
保
護
者
の
皆
さ
ん
。

子
育
て
の
不
安
や
悩
み
を
抱
え
て
て
も
、

仕
事
の
関
係
で
相
談
の
場
に
足
を
運
ぶ

こ
と
が
難
し
い
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
そ
う
い
う
方
々
の
た
め
に
、
筑
西
市

で
は
「
訪
問
型
家
庭
教
育
支
援
」
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　
地
域
の
人
材
を
活
用
し
た
家
庭
教
育

支
援
チ
ー
ム
が
家
庭
を
支
援
し
、
子
ど

も
の
育
ち
を
支
え
て
い
く
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
、
支
援
員
が
保
護
者
の

皆
さ
ん
の
話
を
聴
く
こ
と
に
よ
り
、
家

庭
教
育
に
関
す
る
悩
み
や
不
安
の
解
消

を
し
た
り
、
学
び
の
場
の
拠
点
や
専
門

機
関
な
ど
を
紹
介
し
た
り
す
る
こ
と
が

主
な
役
割
で
す
。

　
支
援
員
は
、
専
門
的
な
知
識
を
も
っ

て
い
ま
す
が
、
保
護
者
の
皆
さ
ん
と
同

じ
目
線
に
立
っ
て
寄
り
添
っ
て
い
き
ま

す
。
保
護
者
の
皆
さ
ん
か
ら
の
お
話
を

優
先
し
ま
す
。

・
お
話
し
に
く
い
こ
と
は
聞
き
ま
せ
ん
。

・
お
聞
き
し
た
こ
と
を
絶
対
に
口
外
し
ま

せ
ん
。

　
地
域
の
宝
で
あ
る
「
子
ど
も
た
ち
」

の
育
ち
を
手
伝
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

 

筑
西
市
教
育
委
員
会
　生
涯
学
習
課

・
電
話
　
０
２
９
６―

２
２―

０
１
８
２

訪
問
型
家
庭
教
育

黒
子
公
民
館

ウ
ク
レ
レ
講
座

明
野
公
民
館

明
野
地
区
高
齢
者
学
級

協
和
公
民
館

リ
ボ
ン
刺
繍
講
座

「
高
齢
者
ふ
れ
あ
い
学
級
」

四
ツ
竹
踊
り
講
座

こ
と
ぶ
き「
移
動
学
習
」
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※「ちくせい市民講師登録申請書」は、市教育委員会生涯学習課
　（筑西市役所３階）及び各公民館にあります。

　
ま
す
ま
す
多
様
化
し
て
い
る
市
民
の
皆

さ
ま
の
学
習
要
求
に
対
応
す
る
た
め
、
立

正
大
学
研
究
推
進
・
地
域
連
携
セ
ン
タ
ー

が
開
催
す
る
「
デ
リ
バ
リ
ー
カ
レ
ッ
ジ
」（
大

学
の
知
的
財
産
で
あ
る
教
授
陣
を
無
償
で

派
遣
し
、
市
民
を
対
象
に
さ
ま
ざ
ま
な
テ

ー
マ
に
基
づ
い
た
講
義
を
展
開
す
る
事
業
）

と
連
携
し
て
開
設
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
も
、
11
月
か
ら
12
月
に
「
一
般

教
養
課
程
」
の
コ
ー
ス
を
設
定
し
、
全
２
回
、

講
座
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
45
名
の
方
々
か
ら
受
講
申
込
み
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
社
会
・
経
済
の
変
化
の
激
し
い
今
日
に

あ
っ
て
、
生
涯
の
限
ら
れ
た
時
期
（
学
齢
期
）

に
の
み
学
習
す
る
の
で
は
な
く
、
自
己
の

実
現
や
啓
発
の
た
め
の
学
習
、
職
業
能
力

や
生
活
の
向
上
の
た
め
の
学
習
な
ど
、
様
々

な
学
習
機
会
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
で
、「
市
民
だ
れ
も
が
、

い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
い
き
い
き
と
学
び

交
流
す
る
ま
ち
」、
そ
し
て
、
学
ん
だ
成
果

や
能
力
を
還
元
で
き
る
よ
う
な
生
涯
学
習

社
会
実
現
の
た
め
に
、
今
後
も
立
正
大
学

と
連
携
し
、
大
学
が
保
有
す
る
知
的
財
産

を
市
民
の
皆
さ
ま
の
生
涯
学
習
や
ま
ち
づ

く
り
活
動
に
活
か
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

ちくせい市民講師ちくせい市民講師
を募集しています。

　筑西市では、いつでも、どこでも、だれでもがともに教え合い、学び合う生涯
学習社会を実現するため「ちくせい市民講師」の登録制度を実施しています。
　あなたも「ちくせい市民講師」に登録して、生涯学習ボランティアとして活動
してみませんか。

市民講師の役割 市民からの求めに応じて、自己のもつ知識、技能、体験等を伝え、
自ら学ぼうとする市民を支援します。

応 募 の 資 格 生涯学習ボランティアとして市の生涯学習の推進に積極的に貢献
しようとする意欲をおもちの方ならどなたでも応募できます。

応 募 の 方 法 「ちくせい市民講師登録申請書」に記入し、市教育委員会生涯
学習課及び各公民館に提出してください。

問い合わせ先 筑西市教育委員会生涯学習課生涯学習グループ
　　ＴＥＬ０２９６－２２－０１８２

生涯学習
ボランテ

ィア

ち
く
せ
い
市
民
大
学

 

　

 

《
立
正
大
学

 

　

 

　デ
リ
バ
リ
ー
カ
レ
ッ
ジ
》

11月27日（土）
テーマ 埼玉の三偉人から“共生のこころ”を考える

～ 塙保己一・渋沢栄一・荻野吟子 ～

講　師 元社会福祉学部教授 堺　正一

12月11日（土）
テーマ 「『シンデレラ姫』と『瓜子姫』との会話は

可能だろうか？」

講　師 名誉教授 清水　多吉

令和３年度
会場：筑西市役所　６階　コミュニティプラザ

13：15～15：00（講義　90分）

第１回

第２回



　「
金
」
の
一
字
が
令
和
三
年
の
漢
字

に
選
ば
れ
ま
し
た
。
理
由
は
、
東
京

五
輪
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
多
く
の

金
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
ほ
か
、
大
谷

翔
平
選
手
が
二
刀
流
で
活
躍
し
、
藤

井
聡
太
竜
王
が
最
年
少
四
冠
を
達
成

す
る
な
ど
、
各
界
で
金
字
塔
が
打
ち

立
て
ら
れ
た
か
ら
だ
そ
う
で
す
。

　
み
な
さ
ん
に
と
っ
て
、
今
年
の
「
金
」

は
、
何
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

　
関
係
者
の
ご
協
力
に
よ
り
、
生
涯

学
習
推
進
事
業
、
全
公
民
館
主
催
事

業
を
掲
載
し
た
第
17
号
を
発
刊
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

  〈
編
集
委
員
〉

須
藤
　
和
彦
　
　
菊
池
　
光
彦

清
水
　
博
次
　
　
鈴
木
　
克
典

  〈
事
務
局
〉
　
　
　
　生
涯
学
習
課

(8)

　
16
年
目
を
迎
え
た
こ
の
事
業
に
は
、

各
種
学
級
・
講
座
・
教
室
等
を
中
心
に

各
地
区
で
積
極
的
に
参
加
さ
れ
、
仲
間

と
励
ま
し
あ
い
な
が
ら
、
目
標
を
も
ち

楽
し
く
学
習
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
希
望
す
る
市
民
に
単
位
認
定
手
帳
を

交
付
し
、
生
涯
学
習
関
係
機
関
等
で
主

催
す
る
講
座
や
教
室
な
ど
に
参
加
し
た

場
合
１
回
（
２
時
間
）
に
つ
き
１
単
位

と
し
て
認
定
し
、
50
単
位
、
100
単
位
達

成
者
に
は
、
生
涯
学
習
課
が
認
定
証
及

び
記
念
品
を
贈
呈
す
る
制
度
で
す
。

　
単
位
認
定
手
帳
は
、
し
も
だ
て
地
域

交
流
セ
ン
タ
ー
、
各
公
民
館
、
生
涯
学

習
課
に
あ
り
、
交
付
を
希
望
す
る
市
民

は
（
16
歳
以
上
）
は
、
ど
な
た
で
も
受

け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
令
和
３
年
１
月
中
旬
～
令
和
３
年
12

月
末
ま
で
で
１
０
０
０
単
位
以
上
達
成

者
が
９
人
、
500
単
位
以
上
達
成
者
が
21

人
、
300
単
位
以
上
達
成
者
が
13
人
、
100

単
位
以
上
達
成
者
42
人
、
50
単
位
達
成

者
５
人
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
あ
な
た
も
、
で
あ
い
・
ふ
れ
あ
い
・

学
び
あ
っ
て
生
き
が
い
の
あ
る
人
生
を

送
っ
て
み
ま
せ
ん
か
！

編
集
後
記

生
涯
学
習

　奨
励
単
位

　
　認
定
事
業

いきいきと
 まなぶ

◆ 生涯学習奨励単位認定事業　認定達成者 令和３年12月31日現在

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

1

2

3

4

5

関口　孝子（一本松）

富田　悦子（市野辺）

近藤　つや子（下中山）

森　和子（関本下）

星野　道子（向上野）

谷中　安子（嘉家佐和）

大和　薫（中上野）

山下　芳子（関本分中）

谷嶋　富美子（成田）

浜野　はつえ（下岡崎）

浜野　正一（下岡崎）

川田　栄（東榎生）

中野　きくい（嘉家佐和）

大和　孝志（中上野）

谷中　さわ（嘉家佐和）

淀縄　武（寺上野）

三浦　恵美子（下川島）

中山　紀美江（辻）

田﨑　市子（花田）

杉山　保二（下岡崎）

中島　恵子（高津）

猪瀬　真理子（女方）

亀田　清子（小栗）

鈴木　とし子（旭ヶ丘）

佐藤　恵美（竹垣）

7

8

9

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

倉持　英史（東石田）

中澤　貞子（二木成）

塚田　清子（岡芹）

中山　洋子（井上）

吉田　美江子（小川）

樫村　郁代（横島）

飯岡　幸子（新治）

杉山　功（中舘）

鈴木　こと（嘉家佐和）

櫻井　艶子（神分）

中沢　博子（市野辺）

長島　松子（市野辺）

成田　敏夫（赤浜）

長塚　敏江（山王堂）

新井　保男（中舘）

渡辺　千鶴子（柳）

木村　みさ（下岡崎）

田宮　富佐子（小川）

飯村　百々代（甲）

古宇田　京子（寺上野）

斉藤　髙子（小林）

小島　きく（宮後）

川田　クラ（東榎生）

竹内　悦子（市野辺）

石上　文子（嘉家佐和）

1

2

3

4

5

6

1

2

3

4

5

6

7

1

2

3

4

1

2

3

4

5

6

髙田　くに子（西方）

平島　公子（寺上野）

斉藤　登志江（西石田）

木下　秀行（小栗）

瀬畑　とく（乙）

永盛　守夫（中舘）

飯島　八重子（門井）

石内　しづ子（関本中）

瀬端　とみ子（掉ヶ島）

石井　いく子（乙）

太田　裕子（蓮沼）

小川　まさ子（甲）

関根　利子（丙）

渡部　和子（西方）

大野　悦子（藤ヶ谷）

大武　眞規子（西石田）

宮本　仲子（伊佐山）

浅野　美枝（岡芹）

角野　寿代（関本分中）

平出　佐和（玉戸）

砂岡　幸恵（下平塚）

小林　道子（玉戸）

下村　進（玉戸）

1

1

1

1

1

1

2

1

2

1

2

1

1

2

3

4

5

仁平　ひろし（一本松）

大島　郁子(乙)

藤田　信雄（清水）

江口　よね子（幸町）

片平　ミチ子（赤浜）

川田　ケイ（西方）

須藤　隆司（門井）

馬場　泰則（女方）

水越　信子（玉戸）

野澤　よね（小林）

谷島　好美（西方）

古宇田　つる（海老ヶ島）

倉持　和子（関本分中）

石原　英子（玉戸）

古澤　成子（嘉家佐和）

杉山　トミ子（茂田）

内田　文枝（茂田）

3000単位達成者

2600単位達成者

1800単位達成者

1300単位達成者

1200単位達成者

1100単位達成者

1000単位達成者

900単位達成者

800単位達成者

700単位達成者

600単位達成者

500単位達成者

400単位達成者

300単位達成者

200単位達成者

100単位達成者

50単位達成者


